
スターチス

『たまごの旅人』
[ 近藤 史恵  著 ]
 実業之日本社

『最後に「ありがとう」
 と言えたなら』
[ 大森 あきこ  著 ]
 新潮社

『残照の頂』
[ 湊 かなえ  著 ]
 幻冬舎

『熔果』
[ 黒川 博行  著 ]

新潮社

『神曲』
[ 川村 元気  著 ]

新潮社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　念願かなって、海外旅行

ツアーの添乗員になった主

人公・遥のお仕事小説。

　ツアー中、思いもよらな

いトラブルやクレームに直

面した主人公が、悩みなが

らも成長していく様子を描いた連作短編集です。コロナ

禍で旅行業界が受けた大打撃から職を失い、新たな旅立

ちに挑んでいく姿は、これからの明るい未来を予兆する

ような爽やかな読後感です。アイスランド、スロベニア、

パリなどの世界の有名観光地の風景やご当地グルメなど、

読みながら海外旅行気分も味わえます。ぜひ一度読んで

みてください。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　出ヶ原和紙作り講座
　町公民館では、地域文化を再生し、和紙の新たな可能性の発見を目的とした「出ヶ原和紙作り講

座」を昨年度から開催しています。前月号に続き、本講座に参加した皆さんが自分で漉
す

いた出ヶ原

和紙を使って作成した作品を紹介します。

今月は、酒井德子さん（９町内１）の作品です。

作品によせて…作品によせて…

　私は良質な出ヶ原和紙を漉くことに重点を置

いて、大きさや厚さがさまざまな和紙を漉いて

みました。中には、ちりを混ぜて漉いたものや

模様と色をつけたものもあり、その１つをブッ

１

２クカバーにしてみました。また、②の写真は、紫色のスター

チスという花で染めたのですが、黄緑色に染まりとても驚

きました。思うような色が出ないところもまた楽しみです。

　会津藩の御用紙として高品質な和紙を作っていた先人の

方々の苦労に思いを馳せつつ、昔ながらの良質な出ヶ原和

紙の復興に取り組んでいきたいです。

　

子
ど
も
の
主
張
大
会
は
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と

を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
心
の
向

上
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
平

成
４
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
４
日
、「
第
30
回
子
ど
も
の

主
張
大
会
」
が
西
会
津
中
学
校
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

個
人
の
部
で
町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校

の
児
童
生
徒
９
人
、
団
体
の
部
で
町
内
の

小
・
中
学
校
か
ら
４
団
体
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

個
人
の
部
で
は
、
将
来
の
な
り
た
い
職

業
や
将
来
の
夢
な
ど
の
堂
々
と
し
た
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
自
分
が

薦
め
る
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
「
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
」
の
県
大
会
で
優
勝
し
た
折
笠

遥
南
さ
ん
（
西
会
津
中
３
年
）
の
発
表
は
、

表
情
豊
か
に
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が

ら
本
の
紹
介
を
す
る
姿
が
印
象
的
で
、
知

ら
ぬ
間
に
そ
の
本
の
世
界
に
入
り
込
ん
で

し
ま
う
か
の
よ
う
な
発
表
で
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は
、
西
小
生
に
よ
る
米
の

魅
力
と
お
い
し
さ
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
研

幾
塾
に
よ
る
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
西
中
生
か
ら
は
町
の
資
源
を
生
か

し
た
施
設
作
り
や
、
町
に
お
し
ゃ
れ
な
カ

フ
ェ
を
作
り
た
い
と
い
う
発
表
が
あ
り
、

中
学
生
の
視
点
か
ら
見
た
町
の
将
来
像
に

関
す
る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
夢
や
、
町
の
将
来
へ
の
思
い
を
発
表

第
30
回
子
ど
も
の
主
張
大
会
を
開
催
！
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